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【緒言】全無機型ペロブスカイト量子ドット(CsPbX3, X = Cl, Br, or I)は、シャープな発光スペクトルと溶液
状態での高い発光量子収率(80%以上)を示し、ハロゲンアニオン組成制御による全可視領域の発光波長を再
現することができる(1)。発光デバイス(LED)への応用も盛んに行われており、緑色では 10%、赤色において
は 20%を越える外部量子効率を達成している(2,3)。しかし、青色の価電子帯(VB)は 6 eVよりも深いためホー
ルの注入が困難であり、薄膜状態における PLQY が緑色や赤色に比べて低いことが課題である。本研究で
は、籠状の構造をもつアダマンタンジアミン(ADDA)を用いて青色ペロブスカイト量子ドット CsPb(Br/Cl)3

の配位子交換を行い、青色ペロブスカイト量子ドット LEDの高性能化を目的した。 
【実験方法】ハロゲンの組成比を調整し、ホットインジェクション法によって発光波長の異なる

CsPb(Br/Cl)3 (Br : Cl = 6 : 5, 5 : 3)を合成した。再沈殿法による洗浄後、トルエンに分散させADDAを用いて
配位子交換を行った(Figure 1. (a))。薄膜状態の光学特性を評価し、デバイスへと応用した[ITO / PEDOT:PSS, 
Nafion (40 nm) / TFB (20 nm) / CsPb(Br/Cl)3 / TPBi (30 nm) / Liq (1 nm) / Al (100 nm) ]。 
【結果・考察】配位子交換前後の 2種類のCsPb(Br/Cl)3は、それぞれ発光波長 456 nm、470 nmを示し、、非
常に狭い半値幅 15 nmを有する純青色発光を示した。ADDAへの配位子交換により、PL強度および PLQY
の向上を確認した(Figure 1. (b))。ADDAのプロトン化したアミンが結晶表面の欠陥を不動態化したためだと
考えられる。得られた CsPb(Br/Cl)3 をデバイスに応用したところ、ADDA を用いて配位子交換した
CsPb(Br/Cl)3の最大外部量子効率は、青色発光(470 nm)においては 0.27%から 0.87%、純青色発光(456 nm)で
は 0.03%から 0.49%へと向上した(Figure 1. (c))。 

 
【結論】本研究では、ホットインジェクション法により合成したCsPb(Br/Cl)3をアダマンタンジアミンによ

り配位子交換することで、薄膜状態での発光強度および PLQY の向上を確認した。また、得られた試料を
デバイスに応用したところ、輝度と外部量子効率が向上し、高効率化を達成した。 
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